


旅費が支給されていないと主張して,主 位的に,被 控訴人に対 し
″,警 察庁旅費

取扱規則 8条 に基づき,瞥 来旅費 1万 3600円 の支払を求めると
ともに,予

備的に,控 訴人の上司は意図的に旅費支給手続をしなかつたこと
により,控 都

人に、に記警乗旅費に相当する金額の損害及び精神的昔痛を与ス…たと主張
して,

被控訴人に対し,国 家賠償法 1条 1唄 に基づき,損 害賠償金 31万
3600円

及び これに対する不法行為後の日である平成 14年 4月 1日 から支払済
みま

で民法所定の年 5分 の割合による遅延損害金の支払を求めた事案である。

2 法 令の定め等,前 提事実等,争 点及び争点に対する当事者の主張

(1)原 半J決の引用

法令の定め等,前 提事実等―争点及び争点に対する当事者の主援は,次
の

12)のとお り原判決を補正するほかは,原 判決第 2の 1な いに/4(原 判決
2頁

4行 日か ら11東 4行 日まで)記 載のとお りであるから, これを引用する。

(2)原 判決の補正

ア 原 半」決 4頁 4行 日から 17イす目までを肖Jり,同 18行 日の
「(3)」を 「(2)」

に改める。

イ 同 5真 6行 日及び 8買 16行 日の 「原告の上司は,原 告の旅費支給手続

を意図的に無視 したか」を 「控訴人の上司は,意 図的に控訴人
の旅費支給

手続をしなかったか」に各改める。

ウ 同 6頁 1行 目から 14行 日までを削 り, 15行 日の
「仔)」を 「|ア)」に改

める。

工 同 7頁 2行 日か ら7行 日までを 「下 及び 思 がある縦度,包 fFi的な県

外瞥来の指示を隊員に与えてその実施を督励し,隊 員がそれ
に応じて白主

的に県外警乗を実施 し,活 動報告書で報告した場合は,適 法な旅行命令
に

基づ く県外讐乗として取 り扱 うことが許容される
べきである。」に,3行 日

の 「(r71」を 「竹)」に各改める。

オ 同 16行日の 「岡」の次に 「キ及び Sが 控訴人に対し讐乗を行うよ



う指示,督 励した事業,及 び」を加える。

力 同 8頁 2行 日から 15行 日までを 「警乗旅賞は)所 定の手続を経て支給

するものであ り,絆 訴人の独自の岬釈に基づいて支給することはできな

い。」に改める。

キ 同 9買 8行 日から 12行 日までを削る。

第 3 当 裁判所の判断

1 争 点 1 (控 訴人は本件請求 口に用務地を多度津とする県外雛乗勤務を行い,

これらに対する瞥祭庁旅費取扱規則 8条 に基づく日当の支払請求ができるか)

について

(1 )証 拠 (甲9 ,  1 0 ,  1 9 ,  2 0 ,乙 2 ,  3 ,  1 2 ,  1 3 ,証 人 下_〉 証人

事 ′控訴人本人)及び弁論の金趣旨によれば,以下の事実が認めら'′lる。

ア 県 警本部における警乗旅賞支給手続に関する運用の流れは,以 下のとお

りである。

鉄道警察隊では,毎月中旬ころまでに翌月の列車警乗実施計画な策定し,

隊長が,そ の計画に基づき,隊 員に瞥来の指水をする。

隊員は,そ の指示に基づいて鵠乗を行い,終 了後,隊 長に対して警乗結

果の報告をし,活 動日誌に記録する。

隊長は,活 動日誌を決裁し,1地域課に活動日誌を渡す。

地域諜では〕活動目誌を確認したうえで,旅 行命令構に個々の旅行命令

の事後的な記載を行い)概 ね 2過聞分をとりまとめて旅費精算請求きを作

成し,旅 行命令簿とともに会計諜に提出するなどの所定の手続を維て,警

乗旅費が支給される。

イ 控 訴人は,鉄 道警察隊に配属された際,同 様から,瞥 乗,駅 頭警戒など

が鉄道警察隊の職務であるが,警乗は原只」2人 1組で行rう必要があるから,

現在の鉄道警察隊の体制では実施できない旨の説Fllを受けた。しかし,控

訴人は,工 夫次第では,警 乗を 1人で行うことも可能であると考えた。



ウ 控 訴人は,昭 和 58年 ころから)自 分の行動の状況等の記録を残すため

に,警 乗を行った目時等を手帳 (以下, これらの手帳を
「本件手帳」とい

う。)に記載するようになったが,平成 11年 分及び平成 12年 分の手帳に

はさ平成 11年 1 0月 2 8日 欄に 「11 1 3 0～ 1 6 : 0 9  ② 」,同 年 1

2月 1 8日 欄に 「1l i 3 0～ 1 6 : 0 9  ② 」,平 成 12年 1月 1 7日 欄

に 「10 : 2 2～ 1 3 , 0 9  ② 度粋」,同 年 2月 19日 糊に 「10 : 2 2

～ 1 6 : 0 9  ② 」,同年 3月 17日 欄に 「10 : 2 2～ 1 5 : 1 5  ② 」D

同年 6月 12日 欄に 「11 : 2 7～ 1 6 t 1 2  ② 度粋」)同 年 6月 24日

欄に 「11 : 2 7～ 1 6 : 1 2  ② 度津」,同 年 9月 1日欄に 「11 : 2 7

～ 1 6 : 1 2  ② 度津」)平 成 13年 1月 1 7日 欄に 「10 : 2 2～ 1 5 t

1 5  ② 度津」の各記載がある。

ェ  下 |は,鉄 道警察隊隊長に若任した際,隊 員に対し,讐 乗の実施要領を

説明した。 S Iは ,鉄 道警察隊隊長に着任した際》隊員に対し, 1日 1回

撃乗を行うように話した。しかし, 下 及び 玉 :は,控 訴人に対し,個 別

具体的な警乗の指示をしたことはない。

一方,控 訴人も,本 件請求日の警乗に関しては, 下 受び も から個別

具体的な警乗の指示を受けたことはなく,自 己の判断により警衆を行った

旨供述している。

(2 )上記認定事実によれば,控 訴人は,本 件請求日の警乗に関して 下 及びis

｀
から個別具体的な指示を受けたものとは認められず, T力 隊ゞ員に対して

警乗の実施要領を説明したことや s が 隊員に対して 1日 ‖』警乗を行う

ように話したことは,そ れぞれが隊長に着任するに当たって,隊 員に対し,

一般的な心構えや調‖示をしたにすぎないと解すべきであり, これらをもっ

て―控訴人に対する具体的な指示があつたと解することはできないし,瞥 乗

を隊員の自主的判断に委ねる旨の包括的な指示があつたと認めることもで

きない。



なお,控 訴人は,本 件請求日に黙外警乗を行った事英及びその具体的内容

を活動日誌に記載して L司に報告していた旨主張し,原器における本人尋問

においてlH I旨の供述をするのに対し)証 人
~千‐
及び同 Stは ,原 審における

各証人尋問において,控 訴人の活動日誌には,当 時ぅ県外讐乗をした旨の記

載がなかったと証言するところ,い ずれの供述ないし証言を信用す
べきかに

ついては,被 控訴人において,そ の保存期間が経過したため当該活動 日話を

廃棄 したとしているから,現 在では,こ れを客観的証拠によって認定するこ

とが困難であるといわざるを得ない。

したがって,本 件にあらわれた証拠による限 り,控 訴人の上記主張を認め

ることはできないものと判断するほかない。

そうすると,仮 に,控 訴人が本件請求 口に県外へ向かう列車に乗車 した事

実があつたとしても,当 該乗車が旅行命令に基づいた警乗であると解するこ

とはできず)し たがって,控 訴人が木件請求 日に旅行命令に基づいて県外警

乗を行ったものと認めることはできないか ら,そ の余の点につき判断するま

でもなく,控 訴人の主位的請求は理由がない。

2 争 点 2(控 訴人の_比司は,意 図的に控訴人の旅費支給手続をしなかったか)

について

(1)控 訴人は,控 訴人の上司が意図的に控訴人の旅費支給手続をしなかつた旨

主換するが,控 訴人は本件請求口における県外警乗についての個「Jll具体的な

旅行命令を受けていなかったものと認め られること,控 訴人が本円
i請求日に

県外警乗を行つた旨を活動 日誌 に出載をしたことを認めるに足 りる証拠が

ないことは前記判示のとお りであるうえ,控 訴人の上司が意図的に控訴人の

旅費支給手続をしなかったことを認めるに足 りる証拠もないから,控 訴人の

上記主張は採用することができない。

(2)ま た,控 訴人は,活 動日話により県外警乗を行ったことを報告 していたか

ら,旅 行命令権者において旅費の支給手続をりtる義務がある旨,及 び,控 訴
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